










































































































































































































































！ ピリミホスメチル 0．03 イタリア




















































その他 きゅうり（酢漬け） 1 0













































































































その他 オートミール 1 0
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表5　輸入農産加工食品中の残留農薬濃度（続き）
年度　　試　料 試料数　　検出試料数　　検出農薬 濃度（ppm） 原産国











































その他 干しいも 1 0

















































ジャム いちご 1 0
果実飲料 グレープフルーツ 1 0
その他 こしあん 1 0
ラチオン：1．02ppm及びピリミホスメチル：0．17　ppm，
クラッカーではクロルピリホスメチル：0．8ppmと試算し
ている4）．パスタ中のクロルピリホスの判断基準は示され
ていないが，同様に計算すると0．085ppmと試算される．
ポジティブリスト制施行以前に製造された食品は適用外で
はあるが，今回検出された農薬の値は，いずれも上記の判
断基準の数値を超えていないため，特に問題はないと考え
られた．
　複数年にわたる残留農薬検査結果を解析することは，残
留性の高い農薬や農薬残留の多い食品などの傾向を把握で
きることから非常に重要である．今回，2003～2008年度
の輸入農産加工食品中の残留農薬検査結果から，パスタな
どの小麦粉製品において特定の農薬が高頻度に検出される
傾向が認められた．これらのデータを今後の残留農薬検査
に活用していきたい．
　本調査の実施にあたり，試料の入手にご協力いただいた
北海道保健福祉部保健医療局食品衛生課（現　北海道保健
福祉部健康安全室食品安全グループ）及び道内各保健所の
関係諸氏に深謝いたします．
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